
高齢者肺炎球菌ワクチン接種を御希望の方へ

●ワクチン接種の公的補助は、過去に肺炎球菌ワクチン接種をしたことの無い方のみです。

1．病気の説明

肺炎球菌による肺炎は、成人肺炎の25～40％を占め、特に高齢者での重篤化が問題

になっています。

肺炎球菌は肺炎、中耳炎、副鼻腔炎、気管支炎、髄膜炎などを起こす細菌の一つです。

特に、高齢者の肺炎の約半数は、肺炎球菌が原因とされています。

２．肺炎球菌ワクチン予防接種とは

◇２３価肺炎球菌ワクチン

高齢者の肺炎の中で、最も頻度の高い「肺炎球菌」という細菌感染を予防するワクチン

です。肺炎球菌には、９０種類以上の型がありますが、肺炎球菌ワクチン接種により、そ

のうち23種類に対して免疫をつけることができます。接種により、肺炎球菌による肺炎

の8割に効果があるといわれでいます。ただし、肺炎球菌ワクチンは、肺炎のすべてを

予防するワクチンではありませんが、接種することによって、重症化防止などの効果が期

待されます。

３．肺炎球菌ワクチンの効果

免疫効果は5年以上にわたって持続するといわれています。

肺炎球菌に対する免疫ができると、肺炎にかかっても軽い症状ですむ効果があります。

４．ワクチンの副反応

副反応としては、注射部位の腫れや、痛み、熱感、発赤が5％以上認められます。筋肉

痛、倦怠感、違和感、悪寒、頭痛、発熱もあるが、いずれも軽度で2～3日で消失しま

す。

５．ワクチン接種時の注意

このワクチンは1回0.5ｍｌを筋肉内又は皮下に注射します。

健康な人では少なくとも接種後5年間は効果が持続するとされており、インフルエン

ザワクチンのように毎年接種する必要はありません。

※過去5年以内に接種を行ったことがある人では、再接種により注射部位の痛み、赤

み、しこり等の副反応が、初回接種よりも頻度が高く、程度が強く発現することがありま

す。

６．予防接種を受けることができない方

①明らかに発熱している方（通常は37.5℃を超える場合）

②重い急性疾患にかかっている方



③このワクチンの成分によってアナフィラキシー（通常接種後30分以内に出現する呼吸

困難や全身性のじんましんなどを伴う重いアレルギー反応のこと）をおこしたことがあ

る方

④その他、かかりつけの医師に予防接種を受けないほうがよいといわれた方

７．予防接種を受けるに際し、医師とよく相談しなければならない方

①心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害などの基礎疾患のある方

②過去に予防接種で接種後2日以内に発熱、全身性発しんなどのアレルギーを疑う症状

のみられた方

③過去にけいれん（ひきつけ）をおこしたことがある方

④過去に免疫状態の異常を指摘されたことのある方もしくは近親者に先天性免疫不全症の

方がいる方

⑤このワクチンの成分に対してアレルギーをおこすおそれのある方

８．ワクチン接種後の注意

①接種後30分間は、ショックやアナフィラキシーがおこることがありますので、医師と

すぐ連絡がとれるようにしておきましょう。

②接種後に高熱やけいれんなどの異常が出現した場合は、速やかに医師の診察を受けてく

ださい。

③接種後1週間は体調に注意しましょう。また、接種後、腫れが目立つときや機嫌が悪

くなったときなどは医師に御相談ください。

④このワクチンの接種後、違う種類のワクチンを接種する場合には、6日間以上の間隔を

あける必要があります。ただし、このワクチンは他のワクチンとの同時接種が可能です

ので、同時接種を希望する場合には、医師に御相談ください。

⑤接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は問題ありませんが、接種部位をこすることはや

めましょう。

⑥接種当日は激しい運動はさけてください。その他はいつも通りの生活で結構です。

９．予防接種健康被害救済制度

定期予防接種によって引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になった

り、生活に支障が出るような障害を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法に

基づく給付（医療費、医療手当、障害年金、死亡一時金等）を受け取ることができます。


